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12月記者懇談会 

 

令和２年 12 月 25 日（金） 

 午前 11 時 203 会議室  

 

 

 

 

町長月間予定 総務課 

・月間行事予定の説明 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

・新型コロナウイルス感染症対策「新しい生活様式」対応支援金【追加募集】及び 

「飲食店危機突破」支援金について（商工観光推進室 商工係） 

新型コロナウイルス感染症対策「飲食店危機突破」

支援金については、過日 12 月定例町議会の最終日に

追加提案し可決いただき執行している内容です。第３

波といわれる新型コロナウイルス感染症の拡大と上

伊那地域での感染者の急激な増加により、飲食店のお

客様が激減しているという危機的状況を打開するた

めに、利用客の回復に繋がるような営業活動、新たな

プランの設定、割引等の実施等、厳しい状況でも意欲

的に営業継続に取り組む飲食店に対して支援をする

ことを目的にしています。現在の申請状況は、申請受

理したものが30件で内18件360万円につきましては年内にお支払いするよう事務処理し

ています。残りの件数につきましても年明け当初にもお支払いする予定です。主な申請内

容ですが、一番は新しいテイクアウトメニューの設定、それと新たな飲食プランの設定で

す。想定しているのは約 70 件、1,400 万円を予算計上しています。問い合わせ等が随時き

ていますので、申し込みがあり次第、即時支給をしていきたいと思っています。 

もう一点、「新しい生活様式」対応支援金の追加募集です。消耗品以外のアクリルパネル

ですとか換気扇、換気装置、空気清浄機等の設置に対して 2/3、10 万円を限度に支援して

きた内容です。７月末で締め切りましたが、こちらの申請実績については 63 件、481 万 2

千円の執行でした。期限内に申請が出来なかったところを対象にしまして追加募集をし、

現在２件ほど申請をいただいている状況です。 

 （資料に基づき説明） 

 

出席者：みのわ新聞、長野日報、伊那ケーブルテレビ、中日新聞、信濃毎日新聞 

事務局：毛利、山口、那須 
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町長） 新型コロナ第３波により、飲食店に行くこと自体が悪いような感じになってし

まい、非常におかしな状況になってしまっていると思っているのですが、町内の

飲食店はそれなりに「新しい生活様式」になっているので、ご家庭の中でとか、

ごく親しい仲間で飲食店を活用していただくことに、それほど感染拡大防止策に

影響があるとは思えませんので注意を払いながらやっていただきたいとは思って

いるのですが、それも言いづらくなってきました。右肩上がりの状況が少しでも

止まった段階でぜひ活用していただきたいと思います。今の状況を続けますと本

当に大変なことになるのではないかと心配しています。命、暮らしが一番大事な

ので、それにあえて言うつもりはありませんが、地域経済も大事なポイントです

ので、私共としてはかなり心配しています。感染拡大防止を言いながらこういっ

た事業を入れているという意味合いも含めて、我々としては慎重に対応していき

たいと思いますし、交付申請いただいたところにはそういった働きかけもしなが

らやっていきますので、ご協力をお願いします。 

 

・防災講演会について（総務課 防災・セーフコミュニティ推進室） 

 令和３年１月 16 日（土）13：00～14：30 文化

センターホールで、実際に大災害を経験し、復興に

向けて尽力されている方のお話をお聞きし、災害へ

の備えや地域コミュニティの大切さを学ぶ目的で開

催します。 

講師の柳美澤 宏様は、長野市長沼地区で復興対

策企画委員会の委員長をされています。昨年の千曲

川の堤防の決壊は記憶に新しいところですが、その

堤防が決壊しました長野市長沼地区におきまして発

生当時住民自治会長をされていた方で、災害時の対応や避難生活、復興など最前線で尽力

されました。 

 当日は、地域のつながりや地域で出来る備えを中心にお話しいただくことになっていま

す。 

 当日の定員は先着 200 名ということで、新型コロナ感染予防のためにマスクの着用や座

席の間隔を開けて開催し、受付で検温等も実施する予定です。 

 また、新型コロナウイルスの感染状況によっては中止する場合もありますので、その際

にはプレスリリースをさせていただく予定です。 

（資料に基づき説明） 

 

・空き家調査について（みのわの魅力発信室 U・Iターン推進係） 

 箕輪町では空き家等対策計画を平成28年に策定し管理不全な空き家の適正管理の推進で

すとか、利用可能な空き家の有効利用を進めています。この度、次期計画を策定するにあ
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たり、町内の空き家の状況を把握するために空き家調査を実施します。 

 調査期間は、令和３年１月～３月の間に行い、現地調査は１月中旬に行います。 

 本調査業務については、株式会社協同測量社に業務

委託します。調査にあたりまして、腕章と身分証を携

帯した委託業者調査員が町内を巡回しますので、予め

地域の皆様にご承知いただきたいと思います。 

 現在の空き家の状況ですが、前回調査平成 28 年３

月の時点では420 軒の空き家が見つかっています。そ

の内現在も空き家の件数は 245 軒という状況です。今

回の調査では、前回調査時の 245 件のほかに新たに発

生した空き家を調査するものです。 

 なお、箕輪町としましては空き家バンク、空き家解

体の補助金等で空き家の解消を図っています。それぞれ年度の実績については記載のとお

りです。 

（資料に基づき説明） 

 

 町長） 空き家の問題については、県内でも早い段階で条例を制定して実施してきまし

た。５年で見直ししなければいけない状況になっていまして、特に町の状況を見

ますと、いわゆる不良の空き家をどうにかしていくというそういうレベルの問題

と、どちらかというと空き家を有効活用したいという両方の意味合いを持った条

例にしてあります。 

     特に移住定住を進めていくにあたって、正直言いますと空き家が足りない状況

です。世の中的には空き家がいっぱいあるという状況なのですが、当町におきま

しては使える空き家が非常に少なくなってきています。それはある意味５年間の

成果と思っていますが、そういった中で５年経ちますとだいぶ社会経済状況も変

わってきて、空き家も多くなってきているのではないかということもありまして、

今までも地域の皆様とか区長様を通じて空き家を把握してきたつもりなのですが、

やや足りなくなってきています。有効活用していきたいということもありますの

で、そういう意味で改めて今回調査をさせていただきたいと思っています。 

     状況的には空き家なのですが、例えば年１回だけ来るとか、盆暮れだけ来ると

かそういう活用もあり、個人資産ではありますが社会資産でもありますので、そ

ういったものをどのように活用していくかということを考えなければいけないと

思っています。 

若い皆様はお金がいっぱいあるわけではありませんので、低額でと言っていい

のでしょうか、300 万円とか 500 万円で買い受けるとか、とりあえず借りて住ん

でみて、そのあと本格的な住宅建築に進んでいくとか、そういったこともありま

すのでこの調査は非常に重要だと思っており、改めて今回実施をさせていただく



- 4 - 

 

ことになっています。 

 

 記者） 前回調査の 420 軒から減少した要因は、どのようなところにあるのでしょうか。 

   ⇒ 空き家バンクによる売買、貸借により 88 軒が解消されています。それと空き家

解体等補助金により 31 件、合計 119 軒というのが町の施策により解消された分

になります。減少の差分56軒につきましては、所有者の方が利用を再開されたり、

民間の流通でやり取りがされて新たに利用が始まっているものになります。 

 

・フェンシング西藤俊哉選手の応援について（文化スポーツ課 スポーツ振興係） 

 コロナ禍ということで、フェンシング界も非常に困っているような状況でありまして、

当町出身の西藤俊哉選手が精神的にも金銭的に非常にお困りの様子ということで、地元の

お姉様を中心に個人的に寄付活動を始めたいという申し出がありました。つきましては、

直接の寄付行為はできませんが、箕輪のフェンシング大会を応援してくださっている地元

を中心としたスポンサーの方々とのつながりもありますので、そちらの皆様に本日付で文

書をお出しするところです。 

西藤選手は、今年３月に行われる予定であったアナハイムの大会が終われば晴れて日本

代表に決まるところだったのですが、2021 年３月に延期されたということで、それが決ま

るまではまだオリンピック選手ではありません。オリンピック選手に決まれば、さらに個

人の皆様の寄付活動などの第２弾も考えているようなのですが、とりあえずアナハイムの

大会に行くのにも厳しい状況ということで、企業の皆様にご支援いただきたいとお願いす

るものです。 

 ２枚目の資料につきましては本人のコメントやプロフィール、学歴、成績等が載ってい

ますのでご参考までにご覧ください。 

（資料に基づき説明） 

 

 記者） 箕輪町初のオリンピアになるかもしれないということですが、町としての対応

はいかがでしょうか。 

   ⇒ 大変期待していますが、今申し上げましたように昨年のワールドカップが延期

になってしまいまして、正式に決定されていないものですから、あまり派手には

動きずらいということはあります。そのようなことで、当面は協賛企業を探して

いくというように考えています。正式に決定次第、３月以降になると思いますが、

町民の皆様、地域の皆様に応援をしていただくような方向に切り替えていきたい

と思っています。ですので、今の段階で個人向けのことはやりずらいと思ってい

ます。 

西藤選手は、大学を休学して今練習に励んでおりますけれども、やはりこの状

況で、選手としても個人としても精神的に苦しんでいる部分もありますので、地

域からの応援は、町としてまたフェンシング協会として実施をさせていただきた
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いと思っています。 

     また、国体も長野県に決まりましたので、フェンシング熱を上げていく意味で

も西藤選手の活躍は必要ですので、そういう意味も込めて応援していきたいと思

っています。 

 

・町営上古田スケート場の使用について（文化スポーツ課 スポーツ振興係） 

例年よりも一週間開始が遅く１月 16 日からになります。一般開放日については、１月

16 日（土）、17 日（日）、23 日（土）、24 日（日）、30 日（土）、31 日（日）ということ

で、一般開放は６回だけです。それ以外の平日については、上古田保育園や西小学校の皆

様が授業等で使っていただくということで例年どおり変わりはありません。凍ってくれる

ことを願っています。 

 

 町長） 年末の冷え込むということを聞いているので期待していますが、ある意味この

地域の風物詩みたいなところがあるものですから、そしてまたスケートを実施し

ているところがほとんどなくて、地域の皆様にも協力いただき出来ているスケー

ト場ですので、簡単に閉場というわけにはいかないのですが、そうは言ってもい

ずれかの段階では考えざるを得ない部分もあります。今年は何とかそれを覆して

くれるような天候に期待するしかありません。子ども達が非常に楽しみにしてい

ます。 

 

町長コメント 

１年間ありがとうございました。 

12 月最終週ということになってまいりまして、報

道の皆様にも箕輪町のそれぞれの情報提供なり情報

発信についてご協力を賜ってまいりまして感謝を申

し上げます。 

今年は、コロナ、コロナで、ある意味そういった

対応で終わっていしまいました。本当に特殊で特別

な１年だったと思いますので、先ずは感染拡大の防

止をしながら、次の一手を考える時期になってきていると思います。長野県はどちらかと

いうと比較的穏やかになりつつあるのですが、全国の状況が毎日あのような形で感染者数

が更新されている状況ですので、それにあわせていかなければいけないと思っています。 

１点は今日のプレスリリースに入っていますが、年末年始における町からのお願いとい

うことで、改めてメッセージというか、これも国または県におきましてメッセージなり考

え方が出ておりますので、それに沿いながらという部分がありますけれども、この年末年

始を穏やかに過ごしていただきたいという意味合いを込めて出させていただいております。

特に、今の状況を見ますと、外出を抑制していくしか方法がないというように思いますの
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で、ご家族、ご親戚、ご友人、お近くの方でこの時期をお過ごしいただきたいと思ってい

ます。また、病院等、医療機関もどちらかというとお休みモードに入りますので、発熱等

があった場合についての対応は、それぞれ十分なされていますので、これには特別記載は

していませんが、そのような対応をしてまいりたいと思っています。 

もう１点、経済的な部分で課題はあるのですが、当町の今の状況でいきますと 28 日まで

はそれぞれ相談等は対応させていただきますが、それ以降については特別な場合を除きま

して次年へ繰り越していきたいと思っています。 

次にいくつかありますけれども、１つは年越しを迎えるにあたって課題は生活にお困り

の方、また外国人の皆様の問題というのがなかなか解決が出来ず繰り越している部分があ

ります。特に外国人の皆様につきましては、いろいろな形で報道等にも取り上げていただ

いて、そういったことが切っ掛けになっていくつか方向性も出てきている部分があるので

すが、かといってなかなか雇用の問題、生活の問題で難しい部分もあります。12 月まで取

り組んできました優しい日本語研修会ですとか、介護に関わる仕事のスタートアップ講座

については一旦終了しています。結果的には、就職のための日本語講座を行いまして全体

としては11 人の方が参加され３人の方が就職が決まりました。また、２人は継続支援を「ま

いさぽ」や「きらりあ」でしています。出来るだけ就職に繋がるようにと思っています。

そうは言っても、講座から３人の方の就職が決定したということで、これについては大変

ありがたいと思っています。また、介護に関わるスタートアップについては、受講者 10 人

ほどおりましたが、１人が初任者研修のための学校への入学が決まりました。12 月から資

格取得について通学中でありますが、それ以外の方はなかなか難しい部分があります。町

内の病院に履歴書等を送りながらお願いをしているところです。１月以降ですが、毎週木

曜日の午前午後の２回で日本語講座は実施したいと思っています。また、令和３年度の予

算要求がされていますが、日本語講座でありますとか仕事のスタートアップ講座につきま

しては実施をする方向で、今とりまとめをしています。この１年近くの間にいろいろなノ

ウハウが町として習得出来ましたので、彼らの支援について今後も考えていきたいと思っ

ています。相談会の方法等については、課題もいろいろありまして、個人情報の問題等が

出てきますので、相談の手法については今後検討していく必要があるかと思っています。 

もう１つ、うれしいニュースですが、ファザーリングジャパンという NPO法人が東京に

あるのですが、部下の育児とか仕事との両立を後押しするためのイクボスの推進を図って

いる機関がありますが、そこで自治体の取組状況を調査しての発表があったようです。そ

んなに順番がいいのかと思いましたが、町村別で見ますと箕輪町が全国で１番なのだそう

です。もちろん市レベルでは上の市があるのですが、町村レベルでは全国で１番という評

価をいただいたようでありましてありがたいと思っていますが、今までいろいろ取り組ん

できたということと、企業の皆様にイクボス宣言をしていただいたり、それと男女共同参

画の意識啓発を進めてきた成果とも思っていますが、そういう意味では今回の結果につい

ては大変うれしく思っています。ランキングでいきますと全国で 11 番だそうです。町村で

は圧倒的に１番だそうですが、そういった評価をいただきましたので、それに負けないよ
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うにやっていかなければいけないと思っています。 

主なニュースについては、結果的に７本にとりまとめてしまいました。分解すればいく

つもあったのですが、あまり今年は大きな行事が実施出来なかったこともありますので７

本にさせていただいたということと、新型コロナに関わる部分についても１つにとりまと

めてしまいましたので、これも分解すればいくつもあるのですが、あえてそういったこと

はしませんでした。１年間もう一回振り返りながら、来年を考えてまいりたいと思います。 



 

 

定例記者懇談会次第 

 

令和２年 12 月 25 日（金） 午前 11 時 00 分 

箕輪町役場  203 会議室 

 

１ 開会 

 

 

２ 町長月間予定 

 

 

３ 町の主なトピックス 

・新型コロナウイルス感染症対策「新しい生活様式」対応支援金【追加募集】及び 

「飲食店危機突破」支援金について（商工観光推進室 商工係） 

 

 

 

 

・防災講演会について（総務課 防災・セーフコミュニティ推進室） 

 

 

 

 

・空き家調査について（みのわの魅力発信室 Ｕ・Ｉターン推進係） 

 

 

 

 

・【追加】フェンシング西藤俊哉選手の応援について 

町営上古田スケート場の使用について（文化スポーツ課 スポーツ振興係） 

 

 

 

 

４ 町長コメント 

 

 

 

 

 

５ 質疑 

次回開催日程  令和３年１月 25 日（月）午前 11 時 00 分 203 会議室 





















２長Ｆ協第１７号 

令和２年１２月２５日 

 長野県フェンシング協会を 

 応援して下さる企業 様 

長野県フェンシング協会 

                      会 長  白 鳥  政 徳 

 

フェンシング西藤俊哉選手（長野県箕輪町出身）の応援について（お願い） 

 

歳末の候、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 本年度はコロナ感染症関連で、スポーツ界も未曽有の状況となっております。箕輪町

開催のフェンシング全国大会も中止となりましたが、オリンピック金メダルを目指す西

藤選手も苦境に立たされている状態とお聞きしています。 

 現在、フェンシング日本代表選手は自己負担での海外遠征等を行っており、オリンピ

ック日本選考基準２位の西藤選手は、2021春から再開予定のワールドカップ遠征を経て、

2020東京オリンピックが開催されることを信じ、懸命に戦っているとのことですが、コ

ロナ禍で精神的にも金銭的にも追い込まれております。 

 つきましては、西藤選手本人らが寄付を募る活動を始めるとのことですので、何卒ご

理解ご協力賜りますようお願い申し上げます。（別紙趣旨をご覧ください。） 

ご賛同いただける方は、西藤選手本人もしくはマネージャーが御社へご説明と要望に

伺いたいと申しておりますので、誠に勝手なお願いですが、１月３１日（日）を目途に

ご連絡をお願いします。 

Withコロナ・Afterコロナを見据え、上伊那地域やフェンシング競技の明るい話題と

なりますよう、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

合わせて、当活動をお知り合いの方へ広げていただき、西藤選手を支援していただけ

る企業様をご紹介いただければ幸いに存じます。 

寒さは一段と厳しくなりますが、感染症予防を含め体調には十分ご留意ください。 

新しい年が皆さまにとって安寧で、よい年になることを祈りつつ、お願い申し上げます。 

 

 

      

        

協力：長野県フェンシング協会事務局 

（箕輪町教育委員会 文化スポーツ課内） 

ＴＥＬ ０２６５－７０－６６０１ 

担当  小池・木下                                         








